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I. は じめに

胃癌は一般に胃内腔 と胃壁内へ発育す ることが多

く,胃 壁外性発育をする,い わゆる胃外発育型胃癌は

比較的まれである。本邦では1928年,生 方ら1)によって
“
所謂胃外発育性胃癌の 1例

"と
して記載 されたのが最

初である。これまでに65例の報告があるが,多 くの症

例は大きくなってから発見されており, 1年 以上生存

例はわずか 8例 であ り,そ の予後は不良である。今回

われわれは治癒切除可能であった胃外発育型胃癌の 1

例を経験したので文献的考察を加え報告する.

H.症   例

患者 !64歳 ,男 性.

主訴 :左上腹部痛.

既往歴 t特記事項なし.

家族歴 :特記事項なし.

現病歴 :平成 3年 12月頃から左上腹部痛がみられて

いたが放置していた。平成 4年 2月 になると疼痛はさ

らに増悪し, 2月 9日 近医を受診し,左 上腹部に腫瘤

を指摘され, 2月 12日当科を紹介,入 院 となる。

入院時現症 :身長162cm,体 重44.5kg,血 圧110～70

mmHg,脈 拍66/分,眼 験結膜に軽度の貧血を認める

が,眼 球結膜に黄痘なし,胸 部は打,聴 診にて異常な
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胃癌の発育形態として比較的まれな胃外発育型胃癌の 1例を報告し, さらに本邦報告例65例に自験

例を加え検討した。症例は64歳の男性.左上腹部痛と腫瘤を主訴に来院した。左上腹部に6×3cm大 の

圧痛を有する腫瘤がみられ,超 音波やCT検 査にて胃小唇側に接する腫瘤を認めた。上部消化管造影

X線 検査,胃 内視鏡下生検にて腺癌と診断された。術前胃外発育型胃癌と診断し手術を施行した。術

中所見では胃小彎側に小児手舎大の腫瘤がみられたが,周囲臓器への浸潤は認めなかった。手術はR2

リンパ節郭清を伴う胃亜全摘を施行した。組織学的には中分化型腺癌,深 達度ssβ,n(一 )であった。

術後 1年 5か月の現在再発の徴候なく健在である。胃外発育型胃癌を本邦報告例から検討すると腹部

腫瘤を主訴とするものが最も多く,好発部位は大彎側であった。周囲臓器へ浸潤発育するものが多く,

本例のごとく浸潤のみられない症例は9711に過ぎなかった。

Key word: gastric cancer with extragastric development

し,腹 部の理学的所見では左上腹部に6×3cm大 の圧

痛を有する弾性硬の腫瘤を認めた.肝 ,陣 は触知せず,

腹水も認めなかった.腸 雑音は正常で表在 リンパ節は

触知しなかった。

入院時検査成績 :軽度の貧血を認めたがその他血液

生化学的検査ではコリンエステラーゼが0.37 zpHと

低値を示す以外異常を認めなかった。腫瘍マーカーで

は carcinoembryonic antigen(CEA), carbohydrate

a n t i g e n  1 9 , 9 ( C A 1 9‐9 )も正常範囲内であった ( T a b l e

l ) 。

Ultrasonography(US)i胃 小彎側,膵 前面に5cm

大,不 整形の腫瘤を認め,そ の内部には低エコー域が

みられた (Fig。1).

Computed tomography(CT)所 見 :胃角部小彎側

Table l Laboratory data on admission

WBC   4300/mm3  T_Bl1 0 18mg/dl

RBC 404× 104/mm3  Dヽ Bl1 0 10mg/dl

Hb    12 1g/dl   TP   7 4g/dl

Hct    35 0%    Alb   3 1g/dl

PET 36.1× 104/mm3  GOT  25 U/1

GPT   15 U/1

CEA     5 8ng/ml  LDH   34 U/1

CA 19 9   22 U/ml  Al P l1 8 KAU

AFP    1 6ng/ml  Ch― E  ll zpH

Elastase 1 432 ng/dl   γ ―GTP 40 mu/ml



Fig. 1 Ultrasonography shows a irregular cystic
mass at the antrum of the stomach.

Fig. 2 Computed tomography shows a low den.
sity mass contacting the lesser curvature of the
stomach.

に接 して5cm大 の腫瘤があり,そ の内部は嚢胞状の部

分がみられた。際への浸潤の所見はなく,周 囲 リンパ

節の腫大もみられなかった (Fig.2).

上部消化管造影 X線 検査 :胃前庭部から胃角部小

彎に深い潰瘍性病変 と周囲の胃壁の圧排がみ られた

(Fig.3).

胃内祝鏡所見 !胃前庭部から胃角部小旨にかけて周

囲の隆起を伴 う深い潰瘍性病変がみられ,漬 瘍底部 と

周囲の隆起の部分から採取 した生検にてgroup V(腺

癌)と 診断された (Fig.4).
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Fig. 3 Double contrast radiography of the stom-
ach in the prone position shows a deep ulcerative
lesion at the antrum.

Fig. 4 Endoscopic examination reveals a deep
ulcerative lesion at the antrum of the stomach.
Biopsy specimen shows adenocacinoma.

腹腔動脈造影所見 :胃前庭部か ら胃角部小彎 に

vascularityに乏しい大きな腫瘤がみられた。さらに,

この腫瘍の栄養動脈 と思われる右 胃動脈に encase,

mentを認めた (Fig.5).
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Fig. 5 Celiac angiography

tulnor 、vith encattment

artery

Fig. 6 Macroscopic findings of the resected speci-
men shows a extragastric devel oping tumor with
deep ulceration.

以上より胃癌取扱い規約分による癌型 2型 胃癌が胃

壁外性に発育したものと診断し手術を施行した。

手術所見 :上腹部正中切開にて開腹するに腹水はな

く,腫 瘤は小児手舎大,弾 性硬で胃前庭部小彎より発

生していた。肝,際 への浸潤はみられず,腹 膜播種も

みられなかった。リンパ節は No 3,5,6に 腫大がみら

れたが術中迅速標本にて転移陰性であった,以上より,

胃壁外性に発育した胃癌 と診断し,R2リ ンパ節郭清を

伴 う胃亜全摘を施行した。肉眼所見では Sl,N(一 ),

P。.HO,stage IIであった.

切除標本 1胃前庭部から胃角部小彎にかけ壁外性に

発育 した5×6cmの 腫瘤を認め,そ の中心に深い潰瘍

がみられた (Fig:6).

病理組織学的所見 :中分化型腺癌で深達度 sw,n
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Fig. 7 Microscopic flndings shows moderately

difFerentiated adenocarcinoma

( 一) , l y l , V 2 , S t a g e  I であった ( F i g . 7 ) .

術 後 経 過 : 術後3 0 日目か らM i o m y c i n  C , 5 ,

nuorouracil(5‐Fu)の 点滴静とによる化学療法を開始

したが自血球減少を認めたため 3回 で中止し,以 後,

5‐Fuの 経 口投与に変更した。術後 1年 5か 月日の現在

再発の徴候なく健在である。

III.考   察

胃外 発 育型 胃癌 は比 較 的 まれ で あ り,1926年

Knonachめにより記載 されたのが最初である。本邦で

は,1928年生方ら1)の報告以来,現在までの自験例を加

え66例の報告がみられている。"。一般の胃癌 と異なる

特徴を有することが指摘されているが,その発生母地,

発育形態については一定の見解が得 られていない。今

回,本 症の特徴を明らかにすべ く本邦報告例から分析

を試みた。ただし,詳 細不明例は分析から除外 した。

性房J。年齢 :25歳から87歳 (平均59.2歳)で あ り,

男女比は男37例,女 28例と男性に多かった,

臨床症状 :主訴は腹部腫瘤が最 も多 く65421中41例

(63.1%)を 占めていた。次いで腹痛14例 (21.5%)で

あり,食 欲不振 6例 ,腹 部膨満感 4例 などのllkであっ

亨( こ .

病悩期間 :壁外性発育をするため早期には消化器症

状が発現しにくいとされてお り病悩期間は 1週間から

12か月であったが平均では4.5か月 と長 い症frlが多

かった。

診断 :術前診断の記載のあった57例中胃癌 と診断さ

れたものが384/1(667%)で あり, この うち17例が胃

外発育型胃癌 と診断されていた。自験例では内視鏡下

生検,血 管造影にて術前確診が得 られた。最近では

shows a hypovascular
of the right gastric



US,CT,血 管造影など画像診断の進歩により術前診断

される症例が増加 している。また冒癌以外の診断がな

されたものの内訳は平滑筋肉腫 6例 ,結 腸癌 3例 ,後

腹膜腫瘍 2例 ,大 網腫瘍 2例 などであった。

占居部位 !記載の明らかな63例中,胃 底部 5例 , 胃

体部21例,胃 前庭部37例と前庭部に多 く,底 部に少な

い傾向がみられた。一般の胃癌の大電側発生は少ない

が,本 症では61例中,大 腎側36例,小 電側12例,前 壁

3例 ,後 壁10例と大彎側に多 く発生していた。

大 きさ :最大径3.Ocmか ら27cmと さまざまであっ

たが平均長径は11,9cmと大きな腫瘍が多 くみられて

いた.

肉眼所見 :粘膜面の所見では深い演瘍を形成 してい

るII型,HI型 のものが47例中29例と半数以上を占めて

いたが,ポ リープ状を呈するもの。,び らん状のものつ

や分類不能 と思われるものまでさまざまであ り,砂

田り,戸 部らり,小 浮らよいのごとく粘膜面に全 く病変を

認めなかった報告例もみられた。

組織所見 :記載の明らかな43例では高分化型腺癌25

例,低 分化型腺癌14例,未 分化癌 4例 であ リー定の傾

向はみられなかった。

進展形式 Ⅲ記載の明らかな61例中,結 揚浸潤のみら

れたものが354/1(57.4%)と最も多 く, うち胃結腸痩

を形成したものが藤森 ら1',高
松ら121,正

岡ら1。の計 3

例が報告されている。際浸潤14例(22.9%),腹 壁浸潤

9例 (14.8%),肝 浸潤 6例 (9.8%),結 腸間膜浸潤 3

例など周囲組織へ浸潤することが多 く, 自験例のよう

に浸潤のみられない症例は 9例 (22.9%)に過ぎなかっ

ブこ.

遠隔成績 i予後は不良であ り,死 亡の記載のある18

例中,術 死を除 く15例では13例が 1年未満に死亡して

お り,大 半が肝,腹 膜播種であった。一方, 1年 以上

生存例は 8例 であ り最長 3年 5か 月生存中の症例1つが

みられている。自験例は 1年 5か 月生存中であり,再
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発の徴候 もみ られておらず長期生存が期待できるもの

と考えている.

本症例は第39回日本消化器外科学会総会にて発表した。
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A Case Report of Gastric Cancer with Extragastric Development

Atsushi Kosaka, Shunichi Nakagawa, Minoru Tanaka, Hideo Suzuki and Kazukiyo Umeda
Department of Surgery, Matsusaka Municipal Hospital

We report a case of carcinoma of the stomach of the ortrqgastric development type and review the literature on
66 cases including ours reported inJapan. A 64-yearold man complained of left upper abdominal pain and a mass
palpable in the upper aMomen. Computed tomography, ultrasonography, and angiography revealed a large tumor
at the lesser curvature of the body of the stomach. An upper gastrointestinal series and gastric endoscopy revealed
a gastric carcinoma and subtotal gastrectomy was performed. No continuous invasion to other organs was seen.
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Histologically, the tumor was diagnosed as moderately differentiated adenocarcinoma. Our review of the literature
revealed that the most common symptom was the presmceof an upperaMominal mass and that the most common
location was the lower portion of the greater curvature of the body. In most cases the carcinoma had invaded to
other organs such as the pancreas, abdominal wall, and liver. The outcome was poor, with only 8 of the 66 patients
surviving more than one year.

Reprint requests: Atsushi Kosaka Department of Surgery, Matsusaka Municipal Hospital
1550 Tonomachi, Matsusaka City, SI5JApAN




